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ゼミナール実践の課題と教員の試行錯誤の関係

伏木田稚子（首都大学東京）

キーワード：大学教育，学習環境，質問紙調査

問題と目的

大学の専門教育として展開されるゼミナールは，

教員の研究分野をベースに，大部分が自由な裁量

に任されている（向居， ）。山田（ ）によ

れば，実践共同体であるゼミナールは，大学とい

う組織・カリキュラムにおいて安定的な維持・再

生産が可能となるよう，教員主導でデザインされ

ているという。

つまり，何を意図し，どのように活動や指導を

行うのかという点については，大部分が担当教員

の暗黙知に依存しており，互いに共有し合う機会

は少ない。また，ゼミナールの授業構成に関する

調査研究（伏木田・北村・山内， ）を除いて，

複数事例を基に広く示唆を与える研究は不足して

いる。

ゆえに，多くの教員が直面する課題を明らかに

することは，現場に根差した知見の導出につなが

るであろう。そこで本研究では，ゼミナールの実

践上，教員が抱える困難とそれに対する試行錯誤

の実情を検討したいと考えた。

方 法

調査手順 東京都内に本部が所在する大学の中で，

人文学，社会科学，総合科学系学部に所属してい

る教員（専任講師以上）約 名のうち，

名を系統抽出した。学部 年生以上が対象のゼミ

ナールについて，当該年度の状況を回答するよう

求めた。調査の期間は， 年 月下旬～ 月下

旬までとした。

調査項目 年齢，性別，専門分野，対象学年と人

数，学習テーマのほか，実践上の困難などから構

成した。具体的には，「そのゼミナールを実践する

上で，どのような点が難しいと感じていますか？」

という質問に対して，計 の選択肢それぞれに

件法 全くそうでない， あまりそうでない，

どちらともいえない， まあそうである， と

てもそうである で回答を求めた。選択肢は，教員

名の自由記述回答文の分析結果（伏木田 ）

を基に，文章を一部修正して作成した。

結果と考察

調査票一式を郵送した全体の約 にあたる

名の教員より回答が得られた。重複回答や未

回答などを欠損値として処理した後，有効回答は

名であった。性別については，男性 名

（ ），女性 名（ ），年齢は平均

歳（ ），ゼミナールの経験年数は平均

歳（ ）であった。

について，多くの教員が感じていた困難

に着目すると，平均値が 以上で，かつ と

の合計が を超えたのは，「 学生の能力や意欲

にばらつきがある（ 名， ）」と「 学生の

基礎的な学力や知識や不足している（ 名，

）」であった。つまり，学問の基礎力をつけ

させることや，意欲の不揃いを解消することに苦

心している様子が窺える。

また，これら つの顕著な困難との関係につい

ては，「 教員の専門性と学生の興味、関心とのバ

ランスをとる」「 議論を活発化させる」「 学生

の現状に合わせた指導を行う」がそれぞれ

程度の弱い相関（ ）を示していた。ゆえに，

ゼミナールの教員は，学生の意欲や能力，知識等

の実情を把握し，自身の専門性をどこまで押し出

すのかを熟考しながら，構成員間（教員－学生，

学生－学生）の議論が充実するよう工夫を重ねて

いることが明らかになった。

ゼミナール実践の課題と試行錯誤に

関する記述統計
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項目 平均値

学生の基礎的な学力や知識が不足している

学生の学習に対する意欲が全体的に低い

学生の能力や意欲にばらつきがある

学生の読書離れが進んでいる

受け入れなければならない学生の人数が多い

就職活動により消極的な参加や活動の遅延が生じる

学生の多様な興味、関心をテーマや活動に反映させる

教員の専門性と学生の興味、関心とのバランスをとる

活動に要する時間を適切に配分する

議論を活発化させる

学生の現状に合わせた指導を行う

ゼミナールの実践を定型化する

※太字の数字は，平均値が3.50以上を示す。
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教育環境として課題がある学級集団における
ソーシャルスキルと承認感との関連

○森 俊博（岡山市立財田小学校） 河村茂雄（早稲田大学）

キーワード：ソーシャルスキル，教育環境として課題がある学級集団，承認感

問題と目的

武蔵・河村（ ）は，ソーシャルスキルは学級集

団の状態によって差があり，親和的な学級と比べて教

育環境として課題がある学級集団ではソーシャルスキ

ルが発揮されていないことを明らかにしている。日本

の学級集団について，河村（ ）は最低 年間メン

バーが固定され， 日の大半を過ごし，学習面や生活

面で子ども同士がかかわることが多い共同体の特性を

もった閉鎖集団である日本の学級集団は，子どもたち

一人一人に与える影響は，プラス面でもマイナス面で

もとても大きいと指摘している。これらのことから親

和的な学級と比べて教育環境として課題がある学級集

団ではマイナスの影響があると思われる。さらに相川

（ ）はソーシャルスキルの概念は一人の個人だけ

ではなく，他者との相互作用場面を問題にしようする

と指摘している。以上のことから親和的な学級と比べ

て教育環境として課題がある学級集団の相互作用場面

では，ある児童がソーシャルスキルを発揮しても，相

手や周りの児童はソーシャルスキルを発揮しないとい

ったことが起こりやすいと考えられる。

河村（ ）は，小学生の学校生活においてソーシ

ャルスキルが承認感に関係していることを明らかにし

ている。しかし，教育環境として課題がある学級集団

において，ある児童がソーシャルスキルを発揮しても

相手や周りの児童はソーシャルスキルを発揮しないと

いったことが起こりやすいと考えると，ソーシャルス

キルの発揮は承認感と関連するのであろうか。教育環

境として課題がある学級集団では，承認感とソーシャ

ルスキルとの関連がなくなる，あるいは関連が弱くな

る可能性が考えられるのではないだろうか。また，河

村（ ）の先行研究から 年以上時間が経ってお

り，学級集団の現状が変化している可能性も考えられ

るだろう。これらのことから本研究では，教育環境と

して課題がある学級集団における承認感とソーシャル

スキルとの関連を明らかにする。

方 法

調査時期 年 月から 月に調査を実施。

調査対象 河村・武蔵（ ）は，集団の発達段階に

おける学級集団状態の目安として，「親和的なまとまり

のある学級集団」で満足群に ～ ％の児童生徒がい

る段階以前をかたさの見られる学級集団・ゆるみの見

られる学級集団などとしており，本研究では，満足群

の児童が に満たない学級を教育環境として課題が

ある学級集団とし， 県の ・ ・ 小学校 人（男

子 人・女子 人）を対象とした。

測定用具 河村（ ）が作成した学級生活満足度尺

度は承認感と被侵害感の計 項目から構成されてお

り，本研究では，この中の承認感の項目を活用した。

ソーシャルスキルについては，河村（ ）により開

発された「児童が学級生活で必要とされるソーシャル

スキル尺度を用いた。具体的には，友人の気分を害さ

ないように配慮する，既存の関係を維持するという「配

慮スキル」と，自分から新たな人間関係を形成したり

深めたりするなどの「かかわりのスキル」により，児

童の学級生活で活用しているソーシャルスキルの発揮

の度合いを 件法で測定している質問紙である。

調査手続き 調査は集団方式で行われ，担任教師の指

示のもと実施された。質問紙の回答の際に，担任教師

がこの調査は成績とは関係ないことを児童に伝え，調

査を行った。以上の手続きについては，学校長に調査

の許可の求め，承諾を得て行った。

結 果

教育環境として課題がある学級集団におけるソー

シャルスキルの発揮と承認感との関連を検討するため

に，ソーシャルスキル尺度の「配慮スキル得点」と「か

かわりのスキル得点」および学級満足度尺度の「承認

得点」の相関を算出した（ ）。その結果，「配慮

スキル得点」および「かかわりのスキル得点」と「承

認得点」との間に比較的強い正の相関が認められた。

考 察

教育環境として課題がある学級集団におけるソー

シャルスキルの発揮は承認感と関連することからソー

シャルスキルを発揮している児童は承認感が高く，ソ

ーシャルスキルを発揮していない児童は承認感が低い。

教育環境として課題がある学級集団においてソーシャ

ルスキルの発揮は承認感に関連するにもかかわらず，

親和的な学級と比べてソーシャルスキルが発揮されて

いない。教育環境として課題がある学級集団で児童の

ソーシャルスキル発揮を促す取組が必要だと考えられ

る。

教育環境として課題がある学級集団におけ

るソーシャルスキルの発揮と承認感との関連

配慮スキル かかわりのスキル

承認得点

― 500―


